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　同志社大学及びコア研究室で調製されたペロブ

スカイト型化合物微粒子粉体Ca(MnTi)O3、

Ca(MnV)O3及び(TiAl)N化合物微粒子粉体の金属

組成比を明らかにするため、分解方法の検討及び

ICP発光分光分析による定量分析を行った。

　ペロブスカイト型化合物微粒子粉体Ca(MnTi)O3、

Ca(MnV)O3は王水若しくは王水とふっ化水素酸の

混酸により、(TiAl)N化合物微粒子粉体は硝酸と

ふっ化水素酸の混酸により分解が可能であった。

酸分解溶液のうち、分解にふっ化水素酸を用いた

試料については、４％ほう酸水溶液を若干過剰量

添加してマスキング処理を施した。その後、酸分

解溶液を適当な濃度に希釈して、ICP発光分光分析

による定量分析を行い、各微粒子粉体の金属組成

比を明らかにし、ほとんどの試料が仕込み組成と

一致することを確認した。

　また、低温焼結Mn-Znフェライト焼結体試料の

応力と磁気特性・磁区構造の関係を明らかにする

ことを目的として、Ｘ線回折法による残留応力の

測定を行った。
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